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孝
子
伝
、
二
十
四
孝
と
盂
蘭
盆
経
注
仏
教
と
文
学
坪
井
直
子
一
、
は
じ
め
に
二
、
沙
石
集
と
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
下
の
孝
孫
説
話
に
つ
い
て
三
、
孝
子
説
話
と
父
母
恩
重
経
四
、
曾
参
説
話
と
父
母
恩
重
経
五
、
お
わ
り
に
日
本
文
学
に
お
け
る
中
国
孝
子
説
話
と
言
え
ば
、
陽
明
文
庫
蔵
孝
子
伝
や
船
橋
家
旧
蔵
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
孝
子
伝
、
蒙
求
注
、
そ
し
て
室
町
時
代
以
降
に
二
十
四
孝
が
知
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
今
野
達
氏
、
黒
田
彰
氏
、
徳
田
進
氏
な
ど
先
学
に
よ
り
、
実
態
が
解
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。
孝
子
説
話
は
唱
導
の
場
で
よ
く
用
い
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
孝
思
想
を
受
容
し
た
中
国
仏
教
の
流
れ
を
汲
む
か
ら
で
、
説
話
の
摂
取
源
に
は
、
仏
教
文
献
引
用
の
中
国
孝
子
説
話
も
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
仏
教
文
献
の
中
で
、
盂
蘭
盆
経
の
注
に
着
目
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
説
話
と
日
本
文
学
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
沙
石
集
三
の
孝
孫
説
話
が
、
盂
蘭
盆
経
注
の
一
つ
で
あ
る
元
照
の
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
を
典
拠
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
が
父
母
恩
重
経
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
、
説
話
の
改
変
、
流
布
に
は
宗
密
の
盂
蘭
盆
経
注
釈
も
関
わ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
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一
、
は
じ
め
に
日
本
文
学
に
お
け
る
中
国
孝
子
説
話
と
言
え
ば
、
陽
明
文
庫
蔵
孝
子
伝
や
船
橋
家
旧
蔵
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
孝
子
伝
（
以
下
、
二
つ
の
伝
本
を
一
緒
に
取
り
上
げ
る
と
き
は
両
孝
子
伝
と
す
る
）、
蒙
求
注
、
そ
し
て
室
町
時
代
以
降
に
二
十
四
孝
の
説
話
が
知
ら
れ
る
。
両
孝
子
伝
に
つ
い
て
は
、
今
野
達
氏
、
黒
田
彰
氏
、
二
十
四
孝
に
つ
い
て
は
徳
田
進
氏
を
は
じ
め
と
す
る
先
学
に
よ
り
、
実
態
が
解
明
さ
れ
て
き
た１
）
。
だ
が
、
そ
の
他
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
ず
、
高
橋
伸
幸
氏
が
蕭
広
済
孝
子
伝
な
ど
に
注
目
さ
れ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
あ
る２
）
。
孝
子
説
話
は
唱
導
の
場
で
よ
く
用
い
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
孝
思
想
を
採
り
入
れ
た
中
国
仏
教
の
流
れ
を
汲
む
か
ら
で
、
孝
子
説
話
の
摂
取
源
に
は
、
両
孝
子
伝
や
蒙
求
注
の
外
に
仏
教
文
献
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
法
苑
珠
林
や
止
観
輔
行
伝
弘
決
の
よ
う
に
、
中
国
の
仏
教
文
献
の
中
に
は
孝
子
説
話
を
引
用
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
摂
取
さ
れ
た
説
話
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
文
献
の
中
で
、
盂
蘭
盆
経
の
注
に
注
目
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
説
話
と
日
本
の
説
話
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。
盂
蘭
盆
会
は
盛
ん
に
行
わ
れ
る
仏
教
行
事
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
た
め
の
仏
典
注
釈
書
が
編
纂
さ
れ
、
そ
こ
に
孝
子
説
話
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
盂
蘭
盆
経
の
注
と
し
て
は
、
唐
宗
密
の
盂
蘭
盆
経
疏
（
以
下
、
宗
密
疏
と
す
る
）、
元
照
の
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
（
以
下
、
元
照
新
記
と
す
る
）、
普
観
の
盂
蘭
盆
経
疏
会
古
通
今
記
、
明
智
旭
の
盂
蘭
盆
経
新
疏
な
ど
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
影
響
力
が
あ
っ
た
宗
密
疏
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
注
釈
し
た
元
照
新
記
を
取
り
上
げ
る
。
二
、
沙
石
集
と
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
下
の
孝
孫
説
話
に
つ
い
て
沙
石
集
三
（
六
）「
小
児
ノ
忠
言
事
」
に
は
、
両
孝
子
伝
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
た
中
国
の
孝
孫
（
原
谷
）
説
話
す
な
わ
ち
孝
孫
が
父
と
と
も
に
祖
父
を
棄
て
に
ゆ
く
説
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
話
は
、
万
葉
集
十
六
の
竹
取
翁
歌
に
も
詠
ま
れ
る
ほ
ど
古
く
か
ら
享
受
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
多
く
の
文
献
は
両
孝
子
伝
を
原
拠
と
す
る
。
し
か
し
、
沙
石
集
巻
三
に
収
録
さ
れ
た
孝
孫
説
話
に
は
、
両
孝
子
伝
に
無
い
要
素
が
見
受
け
ら
れ
、
他
の
文
献
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
。
次
に
該
当
箇
所
を
上
げ
て
検
討
し
て
み
る
（
米
沢
本
を
底
本
と
す
る
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
巻
三
（
四
）「
幼
稚
の
童
子
の
美
言
の
事
」
に
拠
る
）。
漢
朝
に
a1
孝
孫
と
云
ふ
者
あ
り
け
り
。
b
年
十
三
歳
な
り
け
る
が
、
c
父
、
妻
が
詞
に
つ
き
て
、
年
た
け
た
る
親
を
山
へ
送
っ
て
捨
て
ぬ
。
孝
孫
幼
か
り
け
れ
ど
も
心
あ
る
者
に
て
、
d1
父
を
め
け
れ
ど
も
父
用
ゐ
ず
。
a2
源
谷
・
元
啓
と
云
ふ
二
人
の
子
、
手
輿
に
載
せ
て
山
へ
送
り
て
捨
て
て
帰
る
。
a3
元
啓
こ
の
輿
を
持
ち
て
返
ら
ん
と
す
。
父
が
云
は
く
、「
持
ち
て
帰
り
て
何
か
240
せ
ん
」
と
制
し
て
け
れ
ば
、「
父
の
年
た
け
給
ひ
た
ら
ん
時
、
持
ち
て
捨
て
ん
為
」
と
云
ひ
け
る
に
心
づ
き
て
、
我
れ
父
を
捨
て
ば
、
ま
た
我
を
学
び
て
、
我
が
捨
て
ら
れ
ん
事
を
思
ひ
て
、
ま
た
親
を
具
し
て
返
り
て
養
ひ
け
り
。
d2
父
を
む
る
計
事
、
実
に
智
恵
深
く
こ
そ
。
人
の
習
ひ
、
吉
事
を
ば
学
ば
ね
ど
も
、
悪
し
き
振
舞
を
ば
学
ぶ
事
な
れ
ば
、
か
く
云
ふ
に
つ
き
て
、
父
慎
み
て
親
を
養
ひ
け
り
。
祖
父
を
助
け
、
父
を
戒
め
た
る
孝
養
の
名
、
天
下
に
聞
え
き
。
孝
孫
と
ぞ
申
し
け
る
こ
の
説
話
に
つ
い
て
、
小
島
孝
之
氏
は
、「
本
話
の
原
拠
は
、『
孝
子
伝
』
巻
上
で
あ
る
が
、
か
な
り
細
部
が
異
な
っ
て
い
る
。
本
話
の
直
接
の
出
典
は
未
詳
」、「
妻
の
言
葉
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
、
と
す
る
筋
は
、『
孝
子
伝
』
系
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い
」、「
こ
こ
で
突
然
、
子
が
源
谷
と
元
啓
の
二
人
に
な
る
の
は
奇
妙
。
底
本
〔
米
沢
本
〕
以
外
の
諸
本
は
、「
元
啓
ト
二
人
」
と
あ
っ
て
、
父
と
元
啓
の
二
人
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
孝
子
伝
』
系
の
原
話
で
は
、
子
の
名
前
は
最
初
か
ら
原
谷
で
あ
る
…
…
あ
る
い
は
「
元
啓
」
は
「
原
谷
」
の
訛
伝
で
あ
ろ
う
か
。
底
本
は
原
拠
か
ら
改
変
す
る
際
に
原
話
を
読
み
誤
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る３
）
。
小
島
氏
の
指
摘
を
、
次
に
両
孝
子
伝
の
原
谷
条
を
上
げ
て
沙
石
集
と
比
較
し
、
確
認
し
て
み
る
（
幼
学
の
会
編
『
孝
子
伝
注
解
』
汲
古
書
院
、
平
成
15
年
に
拠
る
）。
【
陽
明
本
孝
子
伝
】
楚
人
、
a
孝
孫
原
谷
者
至
孝
也
。
其
父
不
孝
之
甚
、
乃
祖
父
年
老
厭
患
之
。
使
原
谷
作
輦
祖
父
送
於
山
中
。
原
谷
復
将
還
。
父
大
怒
曰
、
何
故
将
此
凶
物
還
。
答
曰
、
阿
父
後
老
復
棄
之
、
不
能
更
作
也
。
頑
父
悔
、
更
往
山
中
、
迎
父
率
還
。
朝
夕
供
養
、
更
為
孝
子
。
此
乃
孝
孫
之
礼
也
。
於
是
閨
門
孝
養
、
上
下
也
。
【
船
橋
本
孝
子
伝
】
a
孝
孫
原
谷
者
楚
人
也
。
其
父
不
孝
、
常
厭
父
之
不
死
。
時
父
作
輦
入
父
、
与
原
谷
共
担
、
棄
置
山
中
還
家
。
原
谷
走
還
、
来
載
祖
父
輦
。
呵
嘖
云
、
何
故
其
持
来
耶
。
原
谷
答
云
、
人
子
老
父
棄
山
者
也
。
我
父
老
時
、
入
之
将
棄
。
不
能
更
作
。
爰
父
思
惟
之
更
還
、
将
祖
父
帰
家
、
還
為
孝
子
。
惟
孝
孫
原
谷
之
d’
方
便
也
。
挙
世
聞
之
。
善
哉
原
谷
、
救
祖
父
之
命
、
又
救
父
之
二
世
罪
苦
。
可
謂
賢
人
而
已
。
小
島
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
沙
石
集
の
部
a2
、
a3
孝
孫
の
名
前
を
元
啓
と
す
る
こ
と
、
部
ｃ
「
妻
が
詞
に
つ
き
て
（
妻
の
言
葉
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
）」
と
い
っ
た
記
述
が
両
孝
子
伝
に
は
な
い
。
そ
の
他
に
も
、
部
ｂ
孝
孫
の
年
齢
や
、
部
d1
、
d2
孝
孫
が
父
を
め
る
記
述
が
、
両
孝
子
伝
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
何
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
孝
孫
説
話
は
、
中
国
漢
代
に
ま
で
溯
る
説
話
で
、
そ
の
主
な
文
献
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に
は
、
中
国
の
先
賢
伝
逸
文
（
令
集
解
賦
役
令
17
条
「
釈
」）、
敦
煌
本
句
道
興
捜
神
記
（「
史
記
曰
」）、
孝
子
伝
逸
文
（
太
平
御
覧
五
一
九
、
事
文
類
聚
後
集
四
、
天
中
記
一
七
、
淵
鑑
類
函
二
四
五
等
）、
孝
子
伝
逸
文
（
令
集
解
賦
役
令
17
条
「
古
記
」）、
孝
徳
伝
逸
文
（
元
照
新
記
下
）、
碑
史
逸
文
（
淵
鑑
類
函
二
七
二
）、
群
書
拾
唾
24
、
朝
鮮
の
孝
行
録
17
（
二
十
四
孝
、
孝
行
録
系
）、
三
綱
行
実
一
、
日
本
の
注
好
選
上
57
、
今
昔
物
語
集
九
45
、
言
泉
集
祖
父
帖
、
普
通
唱
導
集
下
末
、
私
聚
百
因
縁
集
六
10
、
内
外
因
縁
集
（
陽
明
本
系
）、
類
雑
集
五
38
、
万
葉
集
一
六
竹
取
翁
歌
、
昔
話
「
姥
棄
山
」
も
っ
こ
型
が
あ
る
。
幼
学
と
し
て
の
性
格
が
強
い
か
ら
か
、
中
国
よ
り
も
日
本
に
古
形
を
留
め
る
史
料
が
残
る
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
沙
石
集
と
同
じ
く
孝
孫
名
を
「
元
啓
」
と
す
る
元
照
新
記
で
、
孝
徳
伝
と
い
う
未
詳
文
献
に
拠
る
ら
し
い
。
次
に
元
照
新
記
を
上
げ
る
が
、
こ
の
部
分
は
、
盂
蘭
盆
経
「
不
見
飲
食
皮
骨
連
立
。
見
其
亡
母
生
餓
鬼
中
」
（
目
連
が
餓
鬼
界
に
母
親
を
見
付
け
る
部
分
）
の
解
釈
（
四
得
見
所
在
）
に
用
い
ら
れ
た
、
宗
密
の
注
釈
（
疏
）
中
の
孝
孫
説
話
関
連
の
記
述
「
故
昔
有
送
祖
林
野
。
乃
持
輿
帰
」
を
、
さ
ら
に
元
照
が
注
釈
し
た
も
の
で
あ
る
（
卍
続
蔵
経
35
巻
に
拠
る
が
、
宗
密
疏
に
つ
い
て
は
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
39
巻
を
参
照
し
異
同
を
〔
〕
で
記
し
た
。
ま
た
内
は
割
注
、
疏
は
唐
宗
密
に
よ
る
仏
説
盂
蘭
盆
経
の
注
、
記
は
元
照
に
よ
る
宗
密
疏
の
注
で
あ
る
）。
疏
故
恩
重
経
云
。
夫
妻
和
合
同
作
五
逆
。
或
〔
彼
〕
時
呼
喚
急
速
走
使
。〔
父
母
之
語
〕
十
度
〔
喚
〕
九
違
。
不
相
従
順
罵
詈
瞋
毒
〔
目
〕
。
生
存
尚
爾
。
没
〔
歿
〕
後
可
知
。
自
既
不
仁
、
児
豈
能
孝
。
故
昔
有
送
祖
林
野
。
乃
持
輿
帰
。
以
古
観
今
雖
跡
異
而
心
同
也
。記
初
引
経
急
速
走
使
、
謂
父
母
有
急
切
之
事
欲
使
其
子
十
度
。
経
作
十
喚
、
毒
字
写
錯
。
経
作
瞋
恚
孤
山
云
、
走
使
下
、
依
経
有
父
母
之
語
、
四
字
検
経
並
無
、
又
云
、
瞋
毒
字
誤
合
作
瞋
目
、
皆
非
生
下
挙
存
況
没
、
身
下
推
巳
所
致
、
送
祖
林
野
者
、
孝
徳
伝
云
、
a
元
啓
b
年
十
歳
、
其
祖
年
老
、
c
父
母
令
啓
輿
送
深
山
。
d
啓
苦
不
従
、
既
而
送
、
往
乃
収
輿
而
返
。
父
曰
此
何
用
耶
。
啓
曰
、
復
当
送
父
。
父
遂
感
之
、
方
復
収
養
。
然
啓
本
欲
感
動
其
父
而
非
不
孝
。
今
且
取
子
孫
倣
上
之
義
耳
。
跡
異
謂
古
今
事
別
、
心
同
謂
相
承
不
孝
部
が
孝
徳
伝
で
あ
る
。
孝
孫
名
ａ
が
沙
石
集
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
の
外
に
、
何
歳
か
は
一
致
し
な
い
が４
）
ｂ
年
齢
、
ｃ
孝
孫
の
母
親
（
沙
石
集
で
は
妻
）
の
記
述
も
あ
る
。
ま
た
、
沙
石
集
d1
、
d2
の
孝
孫
が
親
を
め
る
記
述
に
つ
い
て
も
、
元
照
新
記
に
は
ｄ
「
啓
苦
」
と
該
当
の
記
述
が
あ
る
。
つ
ま
り
沙
石
集
と
孝
子
伝
と
の
間
で
異
な
る
要
素
は
、
元
照
新
記
と
の
間
で
は
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
で
あ
242
る
。沙
石
集
で
は
、
題
目
に
美
言
（
諸
本
、
忠
言
）
と
あ
り
、
文
章
中
に
も
d1
「
父
を
め
け
れ
ど
も
」、
d2
「
父
を
む
る
計
事
」
と
あ
る
か
ら
、
め
る
行
為
を
重
要
視
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
一
般
的
な
両
孝
子
伝
で
は
な
く
、
め
る
行
為
を
明
示
す
る
元
照
新
記
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
d2
「
父
を
む
る
計
事
」
は
、
船
橋
本
孝
子
伝
d’
「
方
便
」（
前
掲
部
）
に
拠
る
よ
う
だ
。
方
便
と
は
善
に
導
く
行
為
で
仏
教
語
で
あ
ろ
う
。
船
橋
本
孝
子
伝
が
仏
教
語
（
前
掲
部
）
を
多
用
す
る
こ
と
は
、
西
野
貞
治
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る５
）
。
し
た
が
っ
て
、
船
橋
本
孝
子
伝
に
も
そ
の
要
素
が
あ
る
と
言
え
、
沙
石
集
は
、
日
本
で
一
般
的
な
船
橋
本
孝
子
伝
の
上
に
、
元
照
新
記
を
用
い
た
の
だ
ろ
う
。
沙
石
集
は
元
照
新
記
の
利
用
を
明
示
し
な
い
。
だ
が
、
著
者
の
無
住
は
、
宗
密
の
禅
教
一
致
論
を
学
ん
で
い
た
よ
う
で
、
沙
石
集
四
（
一
）「
無
言
上
人
事
」
に
は
宗
密
の
禅
源
諸
詮
か
ら
の
引
用
が
あ
る
し
、
巻
三
（
六
）「
栂
尾
上
人
物
語
事
」
に
は
景
徳
伝
燈
録
一
四
に
あ
る
宗
密
の
伝
記
か
ら
の
引
用
も
あ
る
。
も
と
も
と
盂
蘭
盆
会
は
重
要
な
年
中
行
事
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
注
釈
書
と
し
て
元
照
新
記
も
参
照
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
宗
密
疏
や
元
照
新
記
は
、
無
住
の
著
書
以
外
で
も
、
言
泉
集
亡
父
帖
に
「
私
勘
盂
蘭
盆
経
疏
云
宗
密
…
…
同
記
云
元
照
」「
私
勘
盂
蘭
盆
経
衆ママ
記
云
」、
私
聚
百
因
縁
集
巻
六
（
七
）
に
「
宗
密
禅
師
盂
蘭
盆
疏
新
記
云
」
と
あ
り
、
浄
土
宗
の
良
忠
の
著
書
（
往
生
要
集
義
記
三
「
霊
芝
〔
元
照
〕
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
云
、
風
樹
恨
者
…
…
」
や
、
聖
冏
の
著
書
（
往
生
礼
讃
私
記
見
聞
下
「
此
義
中
引
宗
密
疏
霊
芝
記
疏
、
是
盂
蘭
盆
経
疏
記
亦
彼
新
記
也
」
に
も
引
用
が
確
認
出
来
る
。
ま
た
近
世
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
宗
徳
愚
道
の
勧
孝
記
下
「
三
一
董
黯
母
の
讐
を
殺
事
」
に
は
、「
孝
徳
伝
に
明
せ
り
」
と
あ
っ
て
、
内
容
か
ら
も
元
照
新
記
引
用
の
「
孝
徳
伝
」
と
両
孝
子
伝
を
合
わ
せ
た
と
み
ら
れ
る
董
黯
説
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
し６
）
、
恵
空
の
童
子
経
諺
解
末
「
許
孜
自
作
墓
、
松
柏
植
作
墓
」
注
で
も
、「
松
柏
」
の
説
明
に
元
照
新
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
沙
石
集
は
元
照
新
記
を
用
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
三
、
孝
孫
説
話
と
父
母
恩
重
経
沙
石
集
や
元
照
新
記
の
孝
孫
説
話
の
年
齢
（
ｂ
）
や
親
を
め
る
行
為
と
い
っ
た
要
素
（
ｄ
）
は
、
両
孝
子
伝
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
令
集
解
賦
役
令
引
用
の
先
賢
伝
（「
歳
初
十
歳
」「
因
不
能
止
」）
や
、
句
道
興
捜
神
記
（「
年
始
十
五
」「
父
」「
苦
其
父
、
々
不
従
」）
に
は
存
在
す
る
古
く
か
ら
の
要
素
で
あ
る
。
ま
た
、
名
前
「
元
啓
」
は
、
代
の
二
十
四
孝
で
あ
る
孝
行
録
系
二
十
四
孝
の
「
元
覚
」
と
関
わ
る
な
ら
ば
、「
元
覚
」
は
孝
子
伝
の
「
原
谷
」「
原
穀
」
と
音
通
と
な
る
の
で
、
や
は
り
古
く
か
ら
の
要
素
と
な
る
。
し
か
し
、
妻
（
母
）
の
要
素
（
ｃ
）
に
つ
い
て
だ
け
は
、
太
平
御
覧
五
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一
九
所
引
孝
子
伝
や
淵
鑑
類
函
二
四
五
所
引
孝
子
伝
と
い
っ
た
代
以
降
の
文
献
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
新
し
く
加
わ
っ
た
要
素
ら
し
い
。
こ
の
要
素
が
何
に
由
来
す
る
の
か
、
次
に
考
え
て
み
た
い
。
宗
密
疏
の
孝
孫
説
話
の
前
に
は
、
親
不
孝
を
述
べ
る
父
母
恩
重
経
の
記
述
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
史
料
元
照
新
記
引
用
線
部
）。
宗
密
が
用
い
た
父
母
恩
重
経
は
現
存
の
も
の
と
は
少
し
異
な
る
の
で
、
参
考
ま
で
に
次
に
大
正
蔵
経
（
85
巻
）
の
父
母
恩
重
経
を
も
上
げ
る
。
夫
妻
和
合
同
作
五
逆
。
彼
時
喚
呼
。
急
疾
取
使
。
十
喚
九
違
。
尽
不
従
順
宗
密
が
引
用
し
た
父
母
恩
重
経
に
つ
い
て
は
、
新
井
誉
氏
が
、
引
用
は
下
巻
に
お
い
て
七
回
に
な
る
、
不
孝
者
に
つ
い
て
言
及
す
る
部
分
で
父
母
恩
重
経
を
経
証
に
用
い
る
、
引
用
の
父
母
恩
重
経
は
古
本
に
属
す
る
系
統
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る７
）
。
こ
の
部
分
も
、
濁
世
で
は
仁
孝
が
少
な
く
妻
子
を
憂
え
る
ば
か
り
で
追
福
を
厭
う
者
が
多
い
と
い
う
宗
密
の
嘆
き
の
後
に
、
父
母
恩
重
経
が
引
用
さ
れ
、
そ
し
て
不
孝
者
の
話
で
も
あ
る
孝
孫
説
話
が
記
述
さ
れ
る
。
即
ち
、
子
供
に
あ
た
る
夫
と
妻
は
と
も
に
五
逆
を
働
き
、
父
母
が
急
用
で
呼
ん
で
も
十
回
の
う
ち
九
回
ま
で
も
応
え
ず
罵
り
怒
る
と
い
っ
た
子
供
の
不
孝
を
父
母
恩
重
経
か
ら
引
用
し
、
そ
の
後
に
孝
孫
説
話
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
孝
孫
説
話
は
、
本
来
、
孝
行
者
の
話
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
不
孝
者
の
話
で
あ
る
。
父
親
が
祖
父
を
棄
て
よ
う
と
す
る
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
息
子
が
父
親
を
殺
そ
う
と
す
る
説
話
で
あ
っ
て
、
仏
教
の
五
逆
の
一
つ
で
あ
る
「
父
を
殺
す
」
に
相
当
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
宗
密
は
、
父
母
恩
重
経
の
説
く
「
夫
妻
和
合
同
作
五
逆
」
の
例
証
と
し
て
、
孝
孫
説
話
に
言
及
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
元
照
新
記
は
、
孝
徳
伝
を
引
用
し
て
詳
し
く
孝
孫
説
話
を
注
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
父
母
恩
重
経
で
は
、
子
供
一
人
が
五
逆
を
犯
す
の
で
は
な
く
、
子
供
夫
妻
が
同
調
し
て
五
逆
を
犯
す
点
で
あ
る
。
両
孝
子
伝
を
は
じ
め
古
い
時
代
の
孝
孫
説
話
で
は
、
父
親
だ
け
が
祖
父
を
棄
て
よ
う
と
す
る
、
即
ち
単
に
子
供
が
親
を
殺
そ
う
と
す
る
説
話
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
唐
末
か
以
降
に
母
親
が
加
わ
る
の
は
、
父
母
恩
重
経
の
子
供
夫
妻
が
共
同
で
五
逆
を
犯
す
、
孝
孫
説
話
に
即
し
て
言
え
ば
、
父
親
と
母
親
が
同
調
し
て
五
逆
を
犯
す
と
す
る
こ
と
が
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
父
親
一
人
が
祖
父
を
棄
て
よ
う
と
す
る
説
話
が
、
父
母
恩
重
経
に
よ
っ
て
、
父
親
と
母
親
の
二
人
が
同
調
し
て
棄
て
よ
う
と
す
る
説
話
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
元
照
新
記
を
通
じ
て
、
沙
石
集
の
「
父
、
妻
が
詞
に
つ
き
て
」
即
ち
、「
父
親
は
、
妻
（
孝
孫
か
ら
す
れ
ば
母
）
の
言
葉
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
」
と
い
う
記
述
に
繫
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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四
、
曾
参
説
話
と
父
母
恩
重
経
元
照
新
記
に
は
、
父
母
恩
重
経
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
説
話
が
も
う
一
話
あ
る
。
そ
れ
は
、
目
連
が
父
母
の
乳
哺
之
恩
に
報
い
よ
う
と
す
る
部
分
の
解
釈
（
二
知
恩
欲
酬
）
に
引
用
さ
れ
た
曾
参
説
話
で
あ
る
。
次
に
そ
の
部
分
を
上
げ
る
。
疏
父
母
恩
重
〔
経
〕
云
。
父
母
懐
抱
、
〔
含
和
和
笑
未
語
和
和
弄
声
〕
弄
声
、
含
笑
未
語
。
飢
時
須
食
、
非
母
不
哺
。
渇
時
須
飲
、
非
母
不
乳
云
云
。
十
指
甲
中
食
子
不
浄
云
云
計
論
母
恩
、
昊
天
極
。
嗚
呼
慈
母
云
何
可
報
云
云
。
至
於
行
来
東
西
隣
里
井
碓
磨
。
不
時
還
家
。
母
忽
心
驚
、
両
乳
流
出
。
即
知
我
児
家
中
憶
我
。
即
便
還
家
反
如
齧
指
心
痛
記
従
初
至
不
浄
、
叙
恩
深
。
和
和
学
学
語
之
声
、
指
甲
受
穢
食
之
不
悪
。
計
下
歎
難
報
、
至
於
下
乃
至
後
段
莫
復
過
是
、
来
並
彰
愛
重
。
此
叙
寒
賤
之
家
為
人
傭
作
、
故
云
井
等
。
不
時
謂
不
及
時
中
即
、
曾
子
出
外
、
人
伝
曾
参
殺
人
、
母
嚙
指
念
之
、
参
即
心
痛
、
此
即
母
感
於
子
、
経
中
子
感
於
母
復
云
反
如
部
が
曾
参
説
話
で
あ
る
。
曾
参
は
孝
子
と
し
て
名
高
い
た
め
、
い
く
つ
も
の
孝
行
話
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
陽
明
本
孝
子
伝
に
は
、
五
孝
と
呼
ば
れ
る
五
種
類
の
孝
行
話
（
弾
琴
譚
、
嚙
指
譚
、
感
泉
譚
、
避
境
譚
、
鵄
梟
譚
）
に
加
え
、
さ
ら
に
三
種
類
の
説
話
（
投
譚
、
絶
漿
譚
、
不
娶
譚
）
が
列
挙
さ
れ
て
い
る８
）
。
し
か
し
、
元
照
新
記
部
は
、
嚙
指
譚
と
投
譚
の
二
種
類
だ
け
の
構
成
で
あ
る
。
孝
行
の
種
類
が
選
択
さ
れ
、
記
述
が
簡
素
化
さ
れ
る
と
い
う
現
象
は
、
唐
代
か
ら
み
ら
れ
る
。
貴
重
な
唐
初
の
孝
子
伝
図
の
遺
品
で
あ
る
陝
西
歴
史
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
の
曾
参
図
に
は
、
弾
琴
譚
と
感
泉
譚
の
二
種
類
、
二
十
四
孝
で
は
嚙
指
譚
の
一
種
類
だ
け
が
選
ば
れ
て
い
る
。
さ
て
、
元
照
新
記
は
二
種
類
の
孝
行
話
か
ら
成
る
が
、
そ
の
構
成
は
少
々
変
わ
っ
て
い
る
。
通
常
、
孝
行
話
と
い
う
の
は
、
伝
統
的
な
孝
子
像
に
強
く
支
配
さ
れ
る
ら
し
く
、
孝
行
の
典
型
例
が
出
来
上
が
っ
て
い
て
、
内
容
が
変
化
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
人
の
孝
子
で
複
数
の
孝
行
を
語
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
孝
行
話
は
列
挙
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
元
照
新
記
部
は
別
々
の
話
が
合
わ
さ
り
一
つ
の
話
を
形
成
す
る
。
本
来
嚙
指
譚
は
、
不
意
の
来
客
に
、
外
出
中
の
息
子
の
曾
参
を
呼
び
戻
す
た
め
、
母
親
が
自
分
の
身
体
の
一
部
を
嚙
ん
だ
と
こ
ろ
、
曾
参
は
胸
騒
ぎ
が
し
て
直
ぐ
に
帰
宅
し
た
と
い
う
説
話
で
あ
り
、
投
譚
は
、
曾
参
が
殺
人
を
犯
し
た
と
誤
っ
て
母
親
に
伝
え
る
者
が
い
て
、
母
親
は
息
子
を
信
頼
し
て
二
度
ま
で
は
そ
の
話
を
信
じ
な
か
っ
た
が
、
三
度
に
及
ん
だ
時
は
、
そ
れ
ま
で
平
然
と
機
を
織
っ
て
い
た
の
を
や
め
、
垣
根
を
越
え
て
逃
げ
た
と
い
う
説
話
で
あ
っ
て
、
別
々
の
話
で
245 孝子伝、二十四孝と盂蘭盆経注
あ
る
。
し
か
し
、
元
照
新
記
部
で
は
、
曾
参
の
母
親
は
、
外
出
中
の
息
子
が
人
を
殺
し
た
と
伝
え
ら
れ
た
た
め
に
、
息
子
を
思
っ
て
指
を
嚙
み
、
息
子
は
胸
が
痛
ん
だ
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
二
種
類
の
孝
行
話
を
合
わ
せ
た
も
の
が
出
来
上
が
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
元
照
新
記
部
は
、
宗
密
疏
部
の
注
釈
で
あ
る
。
宗
密
疏
で
は
、
母
親
が
外
出
先
で
赤
子
が
泣
い
て
親
を
慕
っ
て
い
な
い
か
と
思
う
と
、
母
親
の
胸
が
騒
ぎ
乳
が
流
れ
出
る
と
い
う
父
母
恩
重
経
の
経
文
の
引
用
（
線
部
）
に
対
し
、
齧
指
心
痛
の
反
対
の
よ
う
な
も
の
（
線
部
）
と
い
う
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
元
照
新
記
部
が
引
用
す
る
曾
参
説
話
は
、
こ
の
齧
指
心
痛
を
注
釈
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
齧
指
心
痛
の
前
に
引
用
さ
れ
た
父
母
恩
重
経
中
の
、
家
に
置
い
て
き
た
子
供
を
心
配
し
て
胸
が
騒
ぐ
母
親
の
姿
で
あ
る
。
父
母
恩
重
経
の
、
離
れ
た
場
所
に
い
る
子
供
を
心
配
す
る
母
親
の
姿
は
、
元
照
新
記
中
の
、
外
出
先
の
曾
参
が
殺
人
を
犯
し
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
母
親
の
姿
と
重
な
る
。
父
母
恩
重
経
で
は
ど
の
よ
う
な
艱
苦
も
厭
わ
ず
、
子
供
の
世
話
を
す
る
母
親
像
が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
殺
人
を
犯
し
た
息
子
で
さ
え
心
配
す
る
母
親
像
を
作
り
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
元
照
新
記
の
よ
う
な
構
成
の
曾
参
説
話
は
、
今
日
で
は
大
変
に
珍
し
い
が
、
当
時
は
決
し
て
特
別
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
次
に
上
げ
る
一
九
九
四
年
に
山
西
省
で
発
掘
さ
れ
た
山
西
長
治
市
魏
村
金
代
紀
年
彩
絵
墓
（
長
治
市
博
物
館
）
の
西
壁
「
曾
参
図
」
の
銘
文
か
ら
窺
え
る９
）
（
私
に
返
り
点
等
を
付
す
）。
曾
参
在
山
伐
薪
、
母
聞
曾
参
殺
人
、
曰
、
我
子
□
学
、
何
殺
人
、
有
之
、
如
此
凡
三
、
果
疑
。
乃
杖
□
。
参
有
山
忽
覚
心
痛
、
乃
帰
其
舎
而
見
老
母
天
徳
三
（
一
二
一
八
）
年
に
描
き
終
わ
っ
た
と
す
る
そ
の
二
十
四
孝
図
の
曾
参
の
銘
文
は
完
全
に
は
判
読
出
来
な
い
が
、
構
成
が
元
照
新
記
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
名
残
か
、
代
の
二
十
四
孝
の
系
統
で
あ
る
孝
行
録
前
賛
章
６
「
曾
子
覚
痛
」
の
賛
に
は
、
次
の
よ
う
に
嚙
指
譚
の
後
に
投
譚
が
記
さ
れ
る
（
東
京
大
学
附
属
図
書
館
南
葵
文
庫
蔵
本
に
よ
る
）。
曾
子
乾
々
、
事
親
養
志
、
〔
嚙
指
譚
〕
在
野
負
薪
、
有
客
来
止
、
心
動
遽
帰
、
縁
母
指
、
誠
乃
天
道
、
孝
為
行
原
、
彼
痛
此
覚
、
一
体
所
分
、
〔
投
譚
〕
豈
惑
三
告
、
投
垣
こ
れ
ら
二
十
四
孝
関
連
史
料
か
ら
す
れ
ば
、
父
母
恩
重
経
に
拠
っ
た
と
み
ら
れ
る
元
照
新
記
部
の
曾
参
説
話
は
、
二
十
四
孝
と
深
い
関
係
に
あ
る
か
、
も
し
く
は
二
十
四
孝
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。曾
参
説
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
母
親
が
登
場
し
な
い
と
は
い
え
孝
孫
説
話
も
代
の
系
統
で
あ
る
孝
行
録
系
二
十
四
孝
中
の
一
話
で
あ
る
。
父
母
恩
重
経
と
中
国
孝
子
説
話
と
の
繫
が
り
は
、
通
史
的
に
246
み
て
も
、
唐
代
に
ま
で
溯
る
と
と
も
に
二
十
四
孝
へ
と
連
な
る
。
父
母
恩
重
経
最
古
本
の
丁
蘭
本
は
唐
初
の
も
の
で
、
丁
蘭
、
董
黯
、
郭
巨
の
三
人
の
中
国
孝
子
説
話
に
続
け
て
、
子
本
生
が
記
さ
れ
て
い
る
。
子
本
生
は
、
中
国
孝
子
説
話
集
で
あ
る
は
ず
の
二
十
四
孝
の
構
成
話
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
丁
蘭
本
は
二
十
四
孝
の
始
ま
り
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
唐
末
に
作
成
さ
れ
た
ら
し
い
故
円
大
師
二
十
四
孝
孝
押
座
文
に
は
、
中
国
の
孝
子
説
話
を
示
す
記
述
「
万
代
史
書
歌
舜
王
、
千
年
人
口
讃
王
祥
…
…
」
と
と
も
に
、
父
母
恩
重
経
の
経
文
に
よ
る
記
述
「
両
肩
荷
負
非
為
重
、
千
繞
須
弥
未
可
償
…
…
」
が
あ
り
、
道
端
良
秀
氏
は
、「
孝
子
の
例
を
掲
げ
、「
心
地
観
経
」
や
「
父
母
恩
重
経
」
の
内
容
と
同
じ
よ
う
に
、
父
母
の
慈
恩
と
子
を
育
て
る
労
苦
を
説
き
、
こ
れ
に
も
関
ら
ず
児
の
大
き
く
な
っ
て
不
孝
あ
る
を
述
べ
、
不
孝
は
堕
地
獄
の
因
と
説
く
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る10
）
。
道
端
氏
は
父
母
恩
重
経
の
流
布
に
つ
い
て
、「「
父
母
恩
重
経
」
が
単
に
か
か
る
庶
民
社
会
へ
の
普
及
と
言
う
の
み
な
ら
ず
、
…
…
宗
密
の
如
き
学
匠
に
よ
っ
て
、「
盂
蘭
盆
経
疏
」
の
内
に
、
二
ヵ
処
も
こ
の
経
典
を
引
用
し
て
、
文
証
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
経
典
を
し
て
、
権
威
あ
る
も
の
と
し
て
、
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
亦
、
こ
の
経
典
の
普
及
に
、
大
き
な
力
を
添
え
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る11
）
。
と
す
る
な
ら
ば
、
宗
密
の
影
響
で
、
父
母
恩
重
経
と
中
国
孝
子
説
話
（
お
そ
ら
く
二
十
四
孝
）
は
、
盂
蘭
盆
経
と
と
も
に
享
受
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
二
十
四
孝
押
座
文
に
目
連
や
釈
の
孝
行
の
記
述
「
目
連
已
救
青
提
母
、
我
仏
肩
舁
浄
飯
王
」
が
あ
り
、
元
照
新
記
に
二
十
四
孝
と
関
わ
る
孝
子
説
話
が
あ
る
の
も
、
そ
の
た
め
な
の
で
あ
ろ
う
。五
、
お
わ
り
に
沙
石
集
の
孝
孫
説
話
は
、
元
照
新
記
が
引
用
し
た
孝
子
説
話
を
典
拠
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
説
話
は
父
母
恩
重
経
と
関
わ
り
、
説
話
の
改
変
、
流
布
に
は
宗
密
の
盂
蘭
盆
経
注
釈
も
関
与
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
と
な
れ
ば
、
こ
の
説
話
は
、
中
国
仏
教
が
孝
子
説
話
を
受
容
し
た
の
み
な
ら
ず
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
り
、
儒
教
的
伝
統
下
に
あ
る
孝
子
説
話
に
も
の
た
り
な
く
な
っ
た
中
国
仏
教
が
、
仏
教
的
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
孝
子
説
話
を
欲
し
た
結
果
、
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
残
っ
て
い
る
唱
導
資
料
は
少
な
く
、
孝
子
説
話
が
仏
教
内
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
か
は
未
解
明
の
部
分
が
多
く
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
宗
密
疏
、
元
照
新
記
な
ど
盂
蘭
盆
経
の
注
に
は
、
孝
孫
説
話
の
他
に
も
、
唐
代
の
仏
教
が
多
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
孝
子
説
話
を
収
録
し
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
ら
の
一
部
が
、
日
本
で
も
広
く
流
布
し
た
二
十
四
孝
の
説
話
と
重
な
っ
て
い
て
、
貴
重
な
文
献
と
言
え
る
。
今
後
、
日
本
で
享
受
さ
れ
て
い
る
中
国
孝
子
説
話
の
成
立
と
展
開
を
解
明
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
仏
教
に
お
け
る
孝
子
説
話
の
実
態
を
追
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
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。注１
）
今
野
達
氏
「
古
代
・
中
世
文
学
の
形
成
に
参
与
し
た
古
孝
子
伝
二
種
に
つ
い
て
｜
今
昔
物
語
集
以
下
諸
書
所
収
の
中
国
孝
養
説
話
典
拠
考
｜
」（『
国
語
国
文
』
27
｜
７
、
昭
和
33
年
７
月
、『
今
野
達
説
話
文
学
論
集
』
勉
誠
出
版
、
平
成
20
年
に
再
録
）、
黒
田
彰
氏
『
孝
子
伝
図
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
平
成
19
年
）、
徳
田
進
氏
『
孝
子
説
話
集
の
研
究
｜
二
十
四
孝
を
中
心
に
｜
』（
井
上
書
房
、
昭
和
38
年
）
等
。
２
）
高
橋
伸
幸
氏
「
宗
教
と
説
話
｜
安
居
院
流
表
白
に
関
し
て
｜
」（
説
話
・
伝
承
学
会
編
『
説
話
と
宗
教
』
桜
楓
社
、
平
成
４
年
）
３
）
小
島
孝
之
氏
校
注
『
沙
石
集
』（「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
52
、
平
成
13
年
）
152
頁
頭
注
九
、
一
二
、
一
三
４
）
年
齢
数
は
、
十
歳
と
す
る
も
の
に
令
集
解
賦
役
令
引
用
の
先
賢
伝
、
元
照
新
記
、
十
五
歳
と
す
る
も
の
に
句
道
興
捜
神
記
、
太
平
御
覧
五
一
九
所
引
孝
子
伝
、
淵
鑑
類
函
二
四
五
所
引
孝
子
伝
が
あ
る
。
沙
石
集
の
み
十
三
歳
で
、
梵
舜
本
は
十
一
歳
と
す
る
。
問
題
だ
が
、
誤
写
で
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
５
）
西
野
貞
治
氏
「
陽
明
本
孝
子
伝
の
性
格
並
に
清
家
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
人
文
研
究
』
７
・
６
、
昭
和
31
年
7
月
）
６
）
徳
田
進
氏
は
、
古
今
大
成
二
十
四
孝
下
の
董
黯
説
話
が
勧
孝
記
に
範
を
求
め
た
と
し
つ
つ
、
船
橋
本
孝
子
伝
や
内
外
因
縁
集
の
説
話
と
も
比
較
さ
れ
て
い
る
が
（『
孝
子
説
話
集
の
研
究
近
世
篇
｜
二
十
四
孝
を
中
心
に
｜
』
井
上
書
房
、
昭
和
38
年
本
論
五
章
一
「
董
黯
説
話
と
勧
孝
記
」）、
元
照
新
記
の
説
話
も
加
え
る
べ
き
で
あ
る
。
７
）
新
井
誉
氏
「
宗
密
『
盂
蘭
盆
経
疏
』
引
用
の
『
父
母
恩
重
経
』
宗
密
本
）」『
木
村
清
孝
博
士
還
暦
記
念
論
集：
東
ア
ジ
ア
仏
教
｜
そ
の
成
立
と
展
開
』
春
秋
社
、
平
成
14
年
）
８
）
分
類
は
幼
学
の
会
編
『
孝
子
伝
注
解
』（
汲
古
書
院
、
平
成
15
年
）
に
よ
る
。
９
）
「
山
西
長
治
市
魏
村
金
代
紀
年
彩
絵
墓
」（『
考
古
』
二
〇
〇
九
年
第
１
期
）
10
）
道
端
良
秀
氏
「
補
遺
二
十
四
孝
と
仏
教
」『
唐
代
仏
教
史
の
研
究
』
（
増
訂
再
版
、
法
蔵
館
、
昭
和
42
年
）
11
）
道
端
良
秀
氏
「
父
母
恩
重
経
に
つ
い
て
」『
唐
代
仏
教
史
の
研
究
』
（
法
蔵
館
、
昭
和
32
年
）。
本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
（
於
長
野
短
期
大
学
）
に
行
わ
れ
た
日
本
文
学
協
会
第
二
十
九
回
研
究
発
表
大
会
中
世
部
門
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
き
ま
す
。
席
上
そ
の
他
の
場
所
に
お
き
ま
し
て
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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